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今月の主な内容
今月の表紙

今月の表紙　『世界民族祭in 紀美野』
世界民族祭 in 紀美野が11月11日・12日に紀美
野町文化センターで開催され、世界各国の民族
舞踊や音楽が披露されました。

【５面に関連記事】
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わ
か
や
ま
冬
の
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す
！

紀
美
野
町
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

「
母
子
保
健
家
族
計
画
事
業

功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」

　
母
子
保
健
推
進
員
会 

会
長 

桑
添
育
子 

氏　
受
賞

任
期
満
了
に
伴
う
紀
美
野
町
長
選
挙
が

平
成
30
年
１
月
21
日
執
行
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
紀
美
野
町
長
選
挙
に

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
々
を
対
象

に
、
公
職
選
挙
法
や
立
候
補
の
手
続
等
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
立
候
補
予
定
者
（
ま
た
は
そ

の
代
理
人
）
は
、
必
ず
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

期
間 

12
月
１
日
（
金)

～
10
日
（
日
）

平
成
29
年
度 

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

小
学
生
以
下
の
部 

最
優
秀
賞
作
品

　
『
危
な
い
よ 

な
が
ら
ス
マ
ホ
に 

二
人
乗
り
』

　

冬
に
な
り
夕
暮
れ
が
早
く
、
帰
宅
時
に

は
視
界
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

師
走
の
慌
た
だ
し
さ
に
よ
る
注
意
力
の
低

下
な
ど
で
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
歩
行
・
運
転
を
す
る
と
き
は
交
通
事
故

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
今
回
の
運
動
で

力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

日　

時　

12
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～

場　

所　

紀
美
野
町
役
場

　
　
　
　
　
　
　

２
階　

２
Ｂ
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

(

代
表)

10
月
26
日
、
宮
崎
県
宮
崎
市
の
メ
デ
ィ

キ
ッ
ト
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

平
成
29
年
度
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
、
桑
添
育
子
氏
が
「
母
子
保
健

家
族
計
画
事
業
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

桑
添
氏
は
、
平
成
８
年
４
月
か
ら
21
年

間
の
長
き
に
渡
り
、
母
子
保
健
推
進
員
と

し
て
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
家
庭
訪
問
や
乳

幼
児
健
診
、
遊
び
の
教
室
、
思
春
期
教
室

等
へ
の
協
力
を
行
い
、
地
域
住
民
と
行
政

を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
母
子
保
健
の
推

進
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
12
年
に
町

母
子
保
健
推
進
員
会
会
長
に
就
任
後
は
、

資
質
向
上
研
修
に
取
り
組
む
な
ど
組
織
育

成
に
一
層
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
22
年
度
か
ら
は
、
公
益
財
団
法
人

ジ
ョ
イ
セ
フ
に
よ
る
「
妊
産
婦
の
健
康
改

善
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
受
け
入
れ
に
お

い
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
母
子
保
健
の
取

り
組
み
と
し
て
町
母
子
保
健
推
進
員
活
動

を
紹
介
す
る
な
ど
国
際
協
力
に
も
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
る
ご
貢
献
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

①
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

②
車
の
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

③
自
転
車
や
車
に
よ
る
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

～ 

気
を
付
け
よ
う
！

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
・
運
転 

～

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
は
、
自
転

車
・
車
の
運
転
者
か
ら
見
や
す
い
よ

う
に
、
明
る
く
目
立
つ
色
の
衣
服
を

着
用
し
た
り
、
反
射
タ
ス
キ
等
を
か
け

ま
し
ょ
う
。

・
夕
暮
れ
時
に
自
転
車
・
車
を
運
転
す
る

と
き
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
早
め
に
点
灯

し
ま
し
ょ
う
。

・
幼
児
を
自
転
車
の
幼
児
用
座
席
に
乗
車

さ
せ
る
と
き
に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
に
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
対
向

車
や
先
行
車
が
い
な
い
と
き
は
ハ
イ

ビ
ー
ム
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。た
だ
し
、

対
向
車
や
先
行
車
が
い
る
と
き
は
ロ
ー

ビ
ー
ム
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。
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紀美野町『オリジナル婚姻届』の配布を開始しました！
紀美野町のイメージキャラクター『きみちょん』のイラストが入ったオリジナル婚姻届の配布を開始しました。
人生の節目である結婚の記念に、ぜひご利用ください。

◆全国の市区町村で提出可能です。　◆紀美野町ホームページからもダウンロードができます。
◆婚姻届書は市区町村役場に提出するものであり、お手元には残りません。

■問い合わせ　住民課戸籍住民係　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９２０

災害による国民年金保険料免除について12月10日から16日までは、
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

「きみの共通商品券」についてのお知らせ

天災などで被災され、保険料を納付することが著しく
困難であるときは、申請により国民年金保険料の免除を
受けることができます。震災・風水害・火災その他これ
らに類する災害により、被保険者の所有に係る住宅、家
財、田畑その他の財産につき、被害金額がその価格のお
おむね２分の１以上の損害を受けたとき免除申請できま
す。ご相談は、お近くの年金事務所または、役場までお
願いします。
⑴免除期間　免除期間は損害を受けた日の属する月の前

月分から来年の６月分までです。
⑵手続きに必要なもの
　①印鑑　②り災証明書　③国民年金被災状況届
　④保険金や損害賠償金等の給付金を受けている場合

は、金額のわかるもの(振込通知書の写しなど)

■問い合わせ
　住民課　　　　　　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０３
　美里支所住民室　　　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ３４６４
　和歌山西年金事務所お客様相談室
　　　　　　　　　　　℡ ０７３ ‐ ４４７ ‐ １６６０

拉致問題など北朝鮮当局による人権侵害問題は、社会
全体で取り組むべき課題であり、警察では拉致に関与し
た北朝鮮工作員や「よど号」犯人等について、逮捕状の
発付を得て国際手配を行うなど、拉致容疑事案の全容解
明に向けて取り組んでいます。

また、これまで拉致被害者と判断している方以外にも、
北朝鮮による拉致の可能性を排除できない方が存在して
いるとの認識の下、誠意捜査・調査を推進しております。

今後とも皆さまのご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ　海南警察署　警備課
　℡ ０７３ ‐ ４８２ ‐ ０１１０

使用せずに残っている商品券があれば、お早めに地域
の加盟店でご使用ください。

また、本年度発行の「プレミアム商品券」についても、
使用期限内（平成30年１月31日まで）にご使用ください。
■問い合わせ　きみの商業協同組合（紀美野町商工会内）
　　　　　　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ３２６０
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～事業主の皆さまへ　税務課からのお知らせ～

ただ今、猟期中です。皆さまにご注意とお願い

●平成30年度（平成29年分）給与支払い報告書について
　法人、個人を問わず、平成29年中に給与等を支払われた方は、すべての従業員について、給与支払報
告書（総括表及び個人別明細書）を作成し、関係市町村に提出することとされています。給与支払報告書は、
給与所得者にとって町民税・県民税の申告に代わる重要な資料となりますので、正しくご記入のうえ期
限までに必ず提出してください。

■提出期限　平成30年１月31日（水）

■提出対象者
　平成29年中に給与等の支払いをしたすべての従業員等（パート、アルバイト、法人役員等を含む。）が
対象となります。青色事業専従者への給与（確定申告をしている場合も含む。）に該当する場合や、源泉
所得税がかからない場合であっても提出が必要となります。

■提出先
　平成30年１月１日現在の従業員の住所地（住民税担当課）に提出してください。年の途中で退職され
た方については、退職時の住所地へ提出してください。

●和歌山県と県内すべての市町村は、平成30年度から個人住民税の特別徴収未実施の事業所
を特別徴収義務者に指定し、６月支払分の給与からの特別徴収（給与からの差し引き）を徹
底します
「所得税の源泉徴収義務のある給与等の支払者」は、法人・個人を問わず特別徴収義務者として、全て

の従業員について個人住民税の特別徴収をしていただく義務があります。
ただし、次のａ～ｄの方は普通徴収（従業員が自分で納付）とすることができます。
給与支払報告書提出時に「普通徴収切替理由書兼仕切紙」を添付のうえ、給与支払報告書摘要欄に次

の略号を記載願います。（普通徴収切替理由書兼仕切紙は町ホームページからダウンロードできます）

和歌山県内では、11月1日～平成30年３月15日が狩猟期間となっています。
ヒヨドリ他27種類の鳥類、イノシシ他19種類の獣類が対象です。

狩猟される方へ　周囲や近隣の宅地への安全対策等は十分実施し、適正な狩猟を行ってください。
住民の皆さまへ　山林付近で活動される場合は、事故防止のために目立つ服装を着用し、ラジオを携帯する
　　　　　　　　など事故防止の対策を行いましょう。
■問い合わせ　産業課　℡０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０１

ａ　退職者または給与支払報告書を提出した年の5月31日までの退職予定者
ｂ　給与が少なく、個人住民税を特別徴収しきれない者
ｃ　給与の支払期間が不定期（例：給与の支払が毎月ではない。）
ｄ　他から支給される給与から個人住民税が特別徴収されている者（乙欄適用者）

■問い合わせ　税務課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０５
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皆さまこんにちは、国保野上厚生総合病院精神科ソーシャルワーカーの田中 博也・向井菜月と申します。
精神科ソーシャルワーカーとは、社会福祉に関する「精神保健福祉士」の資格を持ち、医師や看護師、リハビリスタッ

フと協働しながら患者様への相談援助を行う仕事です。私たちは、主に入院・外来患者様やご家族様への相談対応を
行っています。「精神神経科を受診したいけど、どんな所か分からない」「家族や
友人で精神疾患をもつ人に対して、どんなサポートができるだろうか？」「使える
制度や福祉サービスについて知りたい」・・・等々、困ったことや疑問な点がござ
いましたらお気軽にご相談ください。ご相談を希望される場合は、受診の際に担
当医師に伝えていただくか、当院にお電話にてお問い合わせください。

私たち２人が、皆さまに頼りにしていただけるように頑張りますので、どうぞ
よろしくお願いします。
■問い合わせ　０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１７８（病院代表）

国保野上厚生総合病院だより（職員紹介○）24

「
き
み
の
健
康
ロ
ー
ド
」
完
成
記
念

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

世
界
の
文
化
が
集
う
！

第
９
回 

世
界
民
族
祭
in
紀
美
野

11
月
１
日
、
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
、

国
道
３
７
０
号
線
（
小
畑
か
ら
下
佐
々

間
）
沿
い
に
街
路
灯
、
距
離
表
示
板
を
整

備
し
た
「
き
み
の
健
康
ロ
ー
ド
」
を
利
用

し
て
、
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
１
１
９
人
が
参
加
し
、
小
畑

集
会
所
・
動
木
集
会
所
・
野
上
中
学
校
を

そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
約
30
分
歩
い
た
後
、
海

11
月
11
日
・
12
日
の
２
日
間
、「
世
界

民
族
祭
in
紀
美
野
」
が
紀
美
野
町
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
世
界
各
国
の
芸
術
、
音
楽
、
舞
踊
、

食
な
ど
を
通
し
て
、
異
文
化
交
流
や
世
代

間
交
流
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
よ
う
と
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、
今
年
で

９
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

主
催
：
世
界
民
族
祭
in
紀
美
野
実
行
委
員
会

共
催
：
真
国
地
区
ま
ち
づ
く
り
会

　
　
　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校

　
　
　

真
国
芸
術
の
郷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

南
高
等
学
校
大
成
校
舎
体
育
館
に
集
ま
り

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。今

後
も
、
き
み
の
健
康
ロ
ー
ド
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
効
果
に

よ
る
健
康
づ
く
り
と
、
こ
の
紀
美
野
の
自

然
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

屋
外
で
は
、
舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

各
国
の
舞
踊
や
演
奏
を
鑑
賞
し
た
り
、
出

店
ブ
ー
ス
で
世
界
各
国
の
食
を
巡
っ
た
り

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
内
の
大
ホ
ー
ル
で
は
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
民
族
伝
統
舞
踊

や
和
歌
山
児
童
合
唱
団
の
発
表
、
宝
塚
や

劇
団
四
季
に
所
属
経
験
の
あ
る
俳
優
ら
と

一
般
の
子
ど
も
た
ち
が
共
演
す
る
創
作

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
少
女
と
フ
ェ
ン
リ
ル
」

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
素
晴
ら
し
い
ス

テ
ー
ジ
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

精神科ソーシャルワーカー

向
むか

井
い

　菜
な

月
つき

・田
た

中
なか

　博
ひろ

也
や

健康づくり　エクササイズ体験

ポールを使ったノルディックウォーキングの体験
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★こども園・保育所開放のご案内 (1歳児～）
　園庭を開放しますので、親子で遊べます。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○きみのこども園　：12 月11日（月）・25日（月）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４
　○神野保育所　　　：12 月 6 日（水）・20日（水）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ２０４９
★子育て支援センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　月～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　12 月11日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ　10 時 30 分～
　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談　午前中
　　12 月19日（火）・ALT と遊ぼう　14 時 30 分～
　※こども園・保育所開放、子育て支援センター開放の利用については、事前の申し込みは不要です。
★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで） 12 月 6 日（水）9 時 30 分～ 11 時 30 分　総合福祉センター 3 階
　○カンガルー（生後 5 か月～１年６か月まで）　12 月20日（水）9 時 30 分～ 11 時　　　 総合福祉センター 2 階
　※初めて参加される方は、下記まで申し込みよろしくお願いします。
★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センターでは、育児相談を随時行っています。また、きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　※保育士資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。
　　お越しいただくか、お電話にてお気軽にお問い合わせください。
　■問い合わせ　子育て支援センター　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ６７００　　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

保健・福祉だより
平成29年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

健康相談のお知らせ（12月の日程）
■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　6 日、13 日、20 日、27 日
■時　間：９時～ 11 時
■対象者：紀美野町在住の方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　（乳幼児の相談、離乳食の相談、健診結果の相談 等）

保健師・栄養士が各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、
今後のよりよい生活につなげましょう。生活改善に関心のある方は、保
健師・栄養士が相談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持っ
てきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も行います。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

〔連絡先〕　平日（８時 30 分～ 17 時 15 分）
　　　　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０
　　　　　休日・夜間（17 時 15 分以降）
　　　　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２４３０

　保健福祉・介護などの総合相談窓口を設置し
ていますので、下記までお気軽にお問い合わせ
ください。

●保健福祉・介護などの総合相談窓口
　地域包括支援センター（保健福祉課内）

〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

平均寿命が延びるなか、健康に暮らし続けるための「健康寿命」も伸ばしましょう。
いつまでも、元気に暮らしていくために、“ 健康の源 ” 食生活を今一度ふり返ってみませんか。
この教室は、毎月１回開催します。講話及び調理実習と試食もあります。お気軽にご参加ください。

12月の予定
■日　　　時　12月20日（水）
　　　　　　　９時30分～ 13時
■場　　　所　紀美野町総合福祉センター
■定　　　員　20人
■申 込 締 切　12月13日（水）
■用意する物　エプロン、食材料費３００円
■問い合わせ・申し込み　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

〜 65歳からの健康づくり教室のお知らせ〜

■12月の講座内容
・日本型食生活のすすめ
・ひみこのはがいーぜ
・調理実習

（食生活改善推進員さんからもアド
バイスします）
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12月３日（日）から９日（土）は障害者週間です
障害者の福祉について、国民の間に広く関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、文化、その

他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として、毎年12月３日から９日までを
「障害者週間」としています。また、平成28年４月に施行された障害者差別解消法により、「不当な差別的
取り扱い（※１）」が禁止され、「合理的配慮（※２）」の提供が求められるようになりました。

誰もが自分らしくいきいきと安心して暮らせるまちづくりをめざし、障害についての理解を深め、人格と
個性を尊重し支え合う「共生社会」をつくっていきましょう。
※１「不当な差別的取り扱い」
　役所や事業者が、障害のある人に対して、正当な理由なく障害を理由として差別すること。
※２「合理的配慮」
　障害のある人からその障害に応じた必要な配慮を求められたときに、負担が重すぎない範囲で対応すること。

在宅で寝たきりの高齢者や認知症高齢者を介護する家族に対し、紙オムツなどの介護用品を支給しています。
平成 30 年４月より、その内容の一部を見直すことになりました。下記の要件をすべて満たす方が対象と

なります。

―新しい要件―
　①町内に住所を有するおおむね65歳以上の在宅の方（入院中やグループホーム入居者を除く）
　②対象者の属する世帯が町民税非課税であること
　③介護保険法に規定する要介護認定において要介護４・５と判定された者
　　（もしくはそれ以外の方で常時失禁状態であると町が認める者）
―給付額等―
　月額6,000円を上限とし、3か月分を１回として年４回給付

この事業は、公費と介護保険料でまかなわれています。持続可能な運営のため、皆さまのご理解とご協力
をお願いいたします。詳細は保健福祉課までお問い合せください。

■問い合わせ　保健福祉課　℡　０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（ 健 康 診 断 書 発 行 ）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

12 月 11 日（月）
12 月 25 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで
受け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、
精神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

12 月 13 日（水）
12 月 27 日（水）
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを
行います。（予約制）

12 月 11 日（月）
12 月 25 日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

エ イ ズ 即 日 検 査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は約２週間
後）にお知らせします。（予約制）

12 月 25 日（月）
　　17 時～ 19 時
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お
知
ら
せ
・
募
集

①
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て

　

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場
合

に
１
か
月
の
自
己
負
担
額
が
２
０
０
円
以

上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を
対
象

に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

　

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の

改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
替
え
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
へ
の
切
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た

は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
１
２
０
‐
５
３
‐
０
０
０
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
通
話
無
料
）

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

⑴
飼
い
猫
の
不
妊
手
術
（
避
妊
）
費
用
補

助
金
交
付

〇
受
付
期
間　

現
在
実
施
中

　
　
　
　

～
平
成
30
年
２
月
28
日
（
水
）

〇
対
象
者　

所
得
税
非
課
税
世
帯
で
、
猫

を
飼
っ
て
い
る
方

　
　
　
　
　
（
１
世
帯
に
つ
き
１
匹
／
年
）

〇
対
象
猫　

メ
ス
猫

※
首
輪
と
名
札
（
ま
た
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
）
を
装
着
し
て
い
る
こ
と

〇
補
助
金
額　

次
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額

を
補
助　

　

①
手
術
費
用
の
１
／
２

　
　
　
　
（
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

　

②
１
０
，０
０
０
円

※
補
助
金
予
算
に
は
限
り
が
有
り
ま
す
。

〇
そ
の
他

　

手
術
後
の
申
請
は
、
補
助
対
象
外
の
た

め
、
必
ず
手
術
前
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
不
妊
手
術
（
避
妊
）
以

外
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

⑵
飼
い
猫
用
所
有
者
明
示
名
札
無
料
配
布

の
ご
案
内

○
配
布
場
所　

保
健
福
祉
課
お
よ
び

　
　
　
　
　

美
里
支
所
住
民
室

〇
対
象
者　

飼
い
猫
を
飼
っ
て
い
る
方

　
（
雌
雄
お
よ
び
課
税
状
況
は
関
係
な
し
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て

い
る
み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ

紀
美
野
町
飼
い
猫
の
不
妊
手
術（
避
妊
）

費
用
補
助
金
交
付
及
び
所
有
者
明
示
名

札
配
布
の
お
知
ら
せ

②
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

健
康
診
査
は
平
成
30
年
２
月
末
日
ま
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
券
を
お

持
ち
の
方
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご

自
身
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

〇
医
科
健
康
診
査

■
対
象
者　

75
歳
以
上
の
方
、
65
歳
以
上

75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け

ら
れ
た
方

■
検
査
項
目　

問
診
、
計
測
、
診
察
、
脂

質
、
肝
機
能
、
尿
、
腎
機
能
、
代
謝
系

■
実
施
場
所　

受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関

■
費
用　

無
料

〇
歯
科
健
康
診
査

※
対
象
の
方
に
は
５
月
末
に
受
診
券
等
を

発
送
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

平
成
29
年
３
月
末
で
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
の
方
と
90
歳
以
上
の
方

■
検
査
項
目　

問
診
、
口
腔
内
検
査
、

　
　
　
　
　
　

口
腔
機
能
検
査

■
実
施
場
所　

受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関

■
費
用　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

〇
そ
の
他　

不
妊
手
術
（
避
妊
）
を
受
け
な
い
方
で

も
受
け
取
り
可
能
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
ま
だ
飼
い
猫
に
名

札
を
装
着
さ
せ
て
い
な
い
方
は
、
是
非
こ

の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

美
里
支
所
住
民
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
３

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
電
気
機
器
の

期
限
内
処
理
に
つ
い
て

有
害
な
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器
（
変

圧
器
、
コ
ン
デ
ン
サ
、
家
庭
用
を
除
く
照

明
用
安
定
器
な
ど
）
は
処
理
期
限
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。（
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
：
平

成
33
年
３
月
末
ま
で
、
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
：

平
成
39
年
３
月
末
ま
で
）

事
業
所
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
電
気
機
器
等

の
有
無
を
再
点
検
の
上
、
期
限
内
の
処
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
循
環
型
社
会
推
進
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
６
９
２

　

海
南
保
健
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
６
０
０
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平成30・31年度　入札参加資格審査申請の受付について

自衛官候補生の募集について

１．提　出　先　紀美野町役場　企画管財課
２．申請書宛名　紀美野町長
３．受 付 期 間　平成30年１月４日（木）

～２月20日（火）
　　　　　　　　８時30分～ 17時

（12時～ 13時は除く）
４．有 効 期 間　２年間（平成30年４月１日～

平成32年３月31日）

■応募資格　18歳以上27歳未満の者で日本国籍を有する
　　　　　　男子
■受付期日　12月15日（金）※締切日必着
■試 験 日　12月16日（土）８時～ 17時

５．提 出 書 類　提出書類については、下記のホー
ムページよりダウンロードしてく
ださい。

　　　　　　　　また、提出様式は企画管財課でも
配布していますので必要な方はお
越しください。

６．提 出 方 法　持参または郵送（郵送の場合、受
付期間内必着）によりお申し込み
ください。

　　　　　　　　（持参の場合は土・日・祝日除く）

■問い合わせ
　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
　℡０７３７ ‐ ８２ ‐ ６６３１

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の

募
集
に
つ
い
て （
税
務
課
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
の募集

に
つ
い
て

■
業
務
内
容

　

課
税
事
務
の
補
助
（
資
料
整
理
な
ど
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

３
か
月
間

　

平
成
30
年
１
月
４
日
～
３
月
31
日

■
賃　
　

金　

日
額　

６
，２
０
０
円（
昇

給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
休
憩
１
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
概
ね
65
歳
ま
で
の
人

　

※
パ
ソ
コ
ン
の
操
作（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー

ド
な
ど
）
が
で
き
る
人　

■
加
入
保
険

　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事

　
　
　
　
　
　

務
組
合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

平
成
29
年
12
月
下
旬
（
応

募
者
に
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。）

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

平
成
29
年
12
月
20
日
（
水
）
17
時
必
着

　

履
歴
書
を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
持
参
の
場

合
は
土
・
日
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

■
業
務
内
容　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
上
小
学
校
区
域
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
契
約
期
間　

平
成
30
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　

～
平
成
31
年
３
月
31
日

　

※
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
委
託
料　
月
額　

１
３
０
，０
０
０
円

　
（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日
の
登
下
校
時

　

※
学
校
行
事
に
よ
り
変
更
あ
り

■
応
募
資
格　

・
中
型
自
動
車
第
１
種
運
転
免
許
取
得
者

で
運
転
経
験
が
あ
り
、
健
康
で
子
ど
も

が
好
き
な
方

・
70
歳
未
満
の
方

　
　
　
　
　
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時
・
場
所　

　

応
募
者
に
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

平
成
29
年
12
月
22
日
（
金
）
17
時
必
着

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写
し
を
持
参
も

し
く
は
郵
送
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

教
育
委
員
会　

教
育
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
０

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

紀美野町が発注する建設工事、測量・建設コンサルタント等、物品及び役務提供の平成30・31年度分の
入札に参加される方は、入札参加資格審査申請書を提出していただく必要があります。詳細については、町
ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

■問い合わせ　紀美野町役場　企画管財課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９１３
　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kimino.wakayama.jp/kikaku/000641.html



■通行止め（10時00分～12時30分）
町道志賀野・井ノ口線
（五色台聖苑前～のかみふれあい　
公園～ドーシェル（パン屋さん手前）
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※
「
通
行
止
め
」「
ご
声
援
」
の

お
願
い

今
大
会
も
、
１
，０
０
０
人
以

上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
全
国
各
地
か
ら

参
加
す
る
た
め
、
当
日
会
場
周
辺

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
通
行
止
め

及
び
交
通
安
全
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（
地
図
参
照
）

ま
た
、
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い

ご
声
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
備
考

・
枚
数
制
限
な
し
、
販
売
所

毎
に
座
種
座
席
位
置
が

異
な
り
ま
す
。

・
完
売
の
場
合
、
当
日
券
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
平
日
９
時
～
17
時
ま
で
）

■
日
時　

平
成
30
年
２
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

15
時
30
分
〜

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
み
さ
と
ホ
ー
ル

　
（
未
就
学
児
の
ご
入
場
は
お
断
り
し
て

お
り
ま
す
。）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
（
全
席
指
定
）

・
Ｓ
席　

４
，０
０
０
円
、

　

Ａ
席　

３
，０
０
０
円

　
（
Ｓ
席
・
Ａ
席
と
も
文
化
セ
ン
タ
ー
の

み
の
取
扱
で
す
。）

・
Ｂ
席　

２
，０
０
０
円
（
各
販
売
所
）

　

11
月
30
日
（
木
）
よ
り
販
売
開
始

■
販
売
所

　

文
化
セ
ン
タ
ー
、
美
里
支
所
、
真
国
・

国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所
、
中
央
公

民
館
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
小
川
・

志
賀
野
地
区
公
民
館

　
（
販
売
は
、
各
施
設
開
館
時
間
中
）

■
講
師　

水
谷 

も
り
ひ
と 

氏

　
　
　
　
（
み
や
ざ
き
中
央
新
聞
編
集
長
）

■
演
題
　

　『
い
い
子
よ
り
幸
せ
な
子
に
・
い

い
大
人
よ
り　

素
敵
な
大
人
に
』

　
～
心
を
揺
る
が
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

■
日
時　

12
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　

14
時
30
分
開
演

　
（
式
典
13
時
15
分
～
校
歌
斉
唱
、

式
辞
、
祝
辞
、
生
徒
の
誓
い
、

全
校
合
唱
、
60
年
の
歩
み 

等
）

■
場
所　
紀
美
野
町
立
野
上
中
学
校

■
入
場
無
料
（
整
理
券
配
布
中
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

沢
田 

知
可
子 

１
９
８
７
年
「
恋
人
と
呼
ば
せ
て
」
で
デ

ビ
ュ
ー
。
１
９
９
１
年
「
会
い
た
い
」
が

１
３
０
万
枚
を
越
え
る
大
ヒ
ッ
ト
。
オ
リ
コ

ン
シ
ン
グ
ル
セ
ー
ル
ス
で
は
87
週
に
わ
た
っ

て
チ
ャ
ー
ト
イ
ン
し
、
全
日
本
有
線
放
送
大

賞
受
賞
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
出
場
を
果
た

す
。２

０
０
０
年
「
21
世
紀
に
残
し
た
い
泣

け
る
名
曲
」
と
し
て
１
位
に
選
ば
れ
る
。

２
０
０
３
年
「
生
き
る
力
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」
が
人
間
力
大
賞
の
厚
生
労

働
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
。
２
０
１
６
年
長
岡

花
火
大
会
と
「
空
を
見
上
げ
て
ご
ら
ん
」
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
夫
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
小

野
澤
篤
と
の
「
歌
セ
ラ
ピ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

や
「
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
40　

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｙ　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
」
が
大
好
評
の
中
、
精
力

的
に
活
動
中
！

２
０
１
７
年
、
デ
ビ
ュ
ー
30
周
年
記
念
ア

ル
バ
ム
「
こ
こ
ろ
唄
～
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
＆
Ｃ
ｏ
ｖ

ｅ
ｒ
30
～
」
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
よ
り
発
売
。

紀
美
野
町
立
野
上
中
学
校

　
　
創
立
60
周
年
記
念

第
44
回
町
民
大
学
講
座

第
12
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
・
第
45
回
町
民
大
学
講
座 

沢
田
知
可
子 

コ
ン
サ
ー
ト 

２
０
１
８

■
日
時　
12
月
17
日
（
日
）
９
時
～
12
時

■
場
所　
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　

６
日　

干
し
柿
つ
く
り

　

13
日　

ハ
ン
ド
ベ
ル
を

　
　
　
　

演
奏
し
て
み
よ
う

　

20
日　
Ｘ
，ｍ
ａ
ｓ
リ
ー
ス
つ
く
り

　

27
日　

お
休
み

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

６
日　

Ｘ
，ｍ
ａ
ｓ
の
曲
を

　
　
　
　

楽
し
も
う

　

13
日　

Ｘ
，ｍ
ａ
ｓ
ツ
リ
ー

　

20
日　

Ｘ
，ｍ
ａ
ｓ

　
　
　
　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

27
日　

お
休
み

早
い
も
の
で
今
年
も
最
後
の
イ
べ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
寒
い
日
は
、

お
家
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
歌
っ
た

り
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
と
い
う
過
ご

し
方
も
い
か
が
で
す
か
？

12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
し
て
、

き
み
の
児
童
合
唱
団
の
子
ど
も
達
と

一
緒
に
、
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

■
場
所　

き
み
の
こ
ど
も
園

■
日
時　

12
月
16
日
（
土
）

　
　

10
時
～
11
時
15
分
（
予
定
）

■
内
容

　

①
絵
本
の
読
み
聞
か
せ（
10
時
～
）

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

② 

合
唱
（
10
時
30
分
～
）

　
　

き
み
の
児
童
合
唱
団

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
ん
の
森　

谷
口

　
℡ 

０
９
０
‐
８
９
３
７
‐
１
４
０
２

「
ほ
ん
の
森
」
の
活
動
に
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
メ
ン
バ
ー

な
ど
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
気
軽

な
、
楽
し
い
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
一
緒
に
や
り
ま

し
ょ
う
！

お
馴
染
み
の
「
天
の
川
が
見
え
る
カ

フ
ェ
」
を
、
ふ
た
ご
座
流
星
群
が
飛
ぶ

時
期
の
土
曜
夜
に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
９
日
（
土
）・
16
日
（
土
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
カ
フ
ェ　

　

18
時
30
分
～
22
時
頃
に
実
施
。有
料
。

■
協
力　

hontana

　
　
　
　

自
然
派
ル
ナ
・
カ
フ
ェ

■
備
考　

申
込
不
要
。

　

悪
天
候
時
は
中
止
。

　

通
常
の
観
望
会
（
有
料
・
希
望
者
は

参
加
）
も
実
施
し
ま
す
。
防
寒
対
策
は

念
入
り
に
！
寝
転
が
っ
て
流
れ
星
を
観

た
い
方
は
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間

　

平
成
30
年
２
月
16
日
ま
で

■
展
示
場
所

　

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・

　

役
場
本
庁
・
美
里
支
所

　
（
敬
称
略
）

【
き
み
の
こ
ど
も
園
】

　

な
か
や
ま
ゆ
う
と
・
み
ず
も
と

た
か
ひ
と
・
や
ぶ
あ
き
と
・
に

し
や
ま
し
ょ
う
た
ろ
う
・
や
ろ

く
ゆ
う
り
・
つ
ち
だ
ま
い
・
ア

レ
ン
る
か
・
は
や
し
も
も
か
・

と
く
だ
ひ
ま
り
・
か
わ
も
と
さ

や
か
・
か
わ
も
と
ひ
な
こ
・
な

か
に
し
ま
な
と
・
し
ば
さ
き
れ

お
・
い
こ
ま
ゆ
い
か

【
神
野
保
育
所
】

　

み
な
み
の
の
は
・
お
ば
な
ゆ
う 

あ
・
し
ん
た
に
う
り
ゅ
う
・
う

え
な
か
ゆ
づ
き
・
み
な
み
こ
う

す
け

【
野
上
小
学
校
】

　

西
田
有
佑
・
田
中
紗
弥
・
大
竹 

慎
星
・
中
谷
海
友
・
黒
土
真
音
・

中
原
悠
雅
・
屋
野
吏
紀
・
中
原

龍
一
郎
・
幡
司
り
な
・
寺
田
誉
・

土
井
加
雅
里
・
宗
和
奏
斗
・
服

部
琥
珀

【
小
川
小
学
校
】

　

大
谷
帆
乃
花
・
東
柚
友
・
西
隂

地
彩
可
・
ア
レ
ン
璃
己
・
小
川

巧
貴

【
下
神
野
小
学
校
】

　

西
上
竜
生
・
浜
田
響
・
硲
光
弥
・

九
十
九
み
ん
と
・
松
本
珠
里
・

折
口
虎
太
郎

【
野
上
中
学
校
】

　

新
谷
晃
志
朗
・
平
岩
隆
太
郎
・

南
直
希
・
井
上
碧
・
尾
崎
文
乃
・

古
谷
明
日
香
・
山
本
真
奈
美
・

若
林
万
由
佳
・
河
本
陸
・
北
道

奈
央
・
神
野
真
尋
・
田
渕
美
沙

紀
・
東
浦
史
歩
・
森
下
日
和
・

鷲
岡
愛
加

【
美
里
中
学
校
】

　

古
岩
倖
亜
・
上
野
山
雄
斗
・
又

野
珂
乃
・
東
芝
菖
・
中
家
万
智
・

竹
内
里
莉

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

加
納　

沙
姫
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
５
０
０
冊
】

　
桑
山　

み
の
り（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

　

向
江　

望
（
野
小
３
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ナ
イ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾　

著

「
キ
ラ
キ
ラ
共
和
国
」

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
糸　

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
黒
い
波
紋
」　　

曽
根
圭
介　

著

「
あ
な
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
」

瀬
戸
内
寂
聴　

著

「
お
う
ち
で
作
る

　
　

イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」

齋
藤
由
里　

著

児
童
生
徒
絵
画
展
示

　
　
　
　
　
き
み
の
絵
が
か
ざ
ら
れ
て
い
る
よ
‼

ほ
ん
の
森
イ
ベ
ン
ト

児
童
合
唱
団
と
ク
リ
ス
マ
ス
会
！

き
み
の
こ
ど
も
園
で

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
⁉

志
賀
野
地
区
公
民
館

作
品
展
示
会

■
日
時

　

平
成
30
年

　

２
月
３
日
（
土
）

　
　

10
時
～
17
時

　

２
月
４
日
（
日
）

　
　

10
時
～
16
時

■
場
所　

志
賀
野
地
区
公
民
館

※
詳
し
く
は
、
１
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

天
文
台
イ
ベ
ン
ト
限
定
企
画

「
天
の
川
と
流
れ
星
が

見
え
る
カ
フ
ェ
」

（
中
央
公
民
館
２
階
）

「
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
」

「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
会
」「
木
彫

り
親
木
会
」「
陶
芸
サ
ー
ク
ル
」

の
皆
さ
ん
の
作
品
を
１
月
下
旬

ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。
素
敵
な
作
品
を
ぜ

ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
展
示
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
三
十
六

「
シ
ロ
ハ
ラ
」

　

シ
ロ
ハ
ラ
は
ツ
グ
ミ
と
同
じ
仲
間

の
鳥
で
、
ど
ち
ら
も
大
陸
か
ら
日
本

海
を
越
え
て
渡
っ
て
く
る
冬
鳥
で

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
ツ
グ
ミ
が
群
を
作
っ

て
空
を
飛
び
回
っ
た
り
、
明
る
い
農

耕
地
に
い
る
の
に
対
し
て
シ
ロ
ハ
ラ

は
林
か
ら
外
へ
出
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
無
く
、
し
か
も
単
独
で
生
活
し
、

カ
サ
コ
ソ
と
落
ち
葉
を
か
き
分
け
て

餌
を
探
す
と
い
う
よ
う
に
、
全
く

違
っ
た
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
両
者

は
、
う
ま
く
棲
み
分
け
て
い
る
の
で

す
。

　

一
見
す
る
と
、
ツ
グ
ミ
に
比
べ
て

シ
ロ
ハ
ラ
の
数
は
遥
か
に
少
な
い
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
あ
る
調
査
に
よ

る
と
、
両
者
の
数
は
ほ
と
ん
ど
同
じ

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
と
す
る
と
、
地

上
に
落
ち
た
植
物
の
種
実
や
、
落
ち

葉
の
下
で
越
冬
す
る
幼
虫
・
蛹
・
か

た
つ
む
り
な
ど
は
、
わ
れ
わ
れ
の
想

像
以
上
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
林
床
で
餌
を
と
る
鳥
や
獣

は
、
シ
ロ
ハ
ラ
以
外
に
も
た
く
さ
ん

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
森
林
の
包
容

力
の
大
き
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
自
然

林
の
こ
と
で
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
ば
か

り
の
人
工
林
は
鳥
た
ち
の
食
料
供
給

源
と
し
て
は
貧
弱
で
す
。

　

シ
ロ
ハ
ラ
は
人
の
足
音
な
ど
に
驚

く
と
、
ク
ツ
・
ク
ツ
・
ク
ツ
・
ク
ツ

と
け
た
た
ま
し
く
鳴
い
て
飛
び
立
つ

の
で
ク
ツ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
ま

た
、
い
つ
も
落
ち
葉
の
中
か
ら
餌
を

探
し
て
い
る
の
で
、
ス
ク
ド
カ
キ
・

オ
チ
バ
カ
キ
と
呼
ぶ
土
地
も
多
い
よ

う
で
す
。

　

辞
典
に
よ
る
と
、「
す
く
ど
・
す

く
も
」
は
落
ち
葉
や
枯
れ
た
萱か

や

な
ど

を
表
す
言
葉
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、

ス
ク
ド
カ
キ
・
オ
チ
バ
カ
キ
は
、
こ

の
鳥
の
生
態
を
よ
く
表
し
て
い
ま

す
。

※
ツ
グ
ミ

　

日
本
に
は
全
国
に
冬
鳥
と
し
て
渡

来
し
、
積
雪
の
な
い
地
方
の
水
田
の

刈
跡
、畑
地
、草
地
、河
原
な
ど
広
々

と
し
た
背
の
低
い
草
地
に
す
ん
で
い

る
鳥
。
冬
に
は
口
を
つ
ぐ
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
ツ
グ
ミ
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
、
中
央

公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
で
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
展
示
部
門
で
は
、
保
育
園
児

の
元
気
な
作
品
か
ら
大
人
の
方
々
の

力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

芸
能
発
表
部
門
で
は
、
児
童
生
徒

は
こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習

し
た
合
唱
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
大

人
の
方
々
は
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み

が
凝
縮
さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
大
人
も
子

ど
も
も
、
素
晴
ら
し
い
舞
台
で
文
化

祭
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
18
日
、
19
日
の
２
日

間
、
小
川
地
区
公
民
館
に
て
作
品
展

示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
け
花
や

陶
芸
等
の
作
品
展
示
や
、
料
理
教

室
・
人
形
劇
・
ナ
ツ
メ
ロ
な
ど
も
あ

り
、
地
区
の
皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ
た

作
品
展
示
会
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
19
日
（
日
）
に
、
中

央
公
民
館
和
室
で
開
催
さ
れ
、
囲

碁
21
人
、
将
棋
13
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
囲
碁
は
２
組
に
分
か
れ
、

ハ
ン
デ
ィ
戦
５
回
戦
で
、
総
得
点

で
順
位
を
決
め
、
将
棋
は
総
平
手

戦
８
回
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
囲
碁
の
部
】

優　

勝　

門
谷
和
俊
（
海
南
市
）

準
優
勝　

瀬
藤
康
記
（
和
歌
山
市
）

３　

位　

居
森
光
義
（
下
佐
々
）

【
将
棋
の
部
】

優　

勝　

大
倉
勝
美
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

準
優
勝　

日
潟
順
一
（
下
佐
々
）

３　

位　

黄
瀬
健
司
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

11
月
３
日
・
４
日
、
紀
美
野
町
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
、
兵
庫
県
、
大
阪
府
等
県
内
外

よ
り
高
・
低
学
年
24
チ
ー
ム
を
招
き
、
交

流
と
親
睦
を
深
め
る
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
の
試
合
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
低
学
年
の
部
】

〇
第
１
試
合

　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ 

５
対
０ 

田
鶴
Ｊ
Ｓ
Ｃ

〇
第
２
試
合　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
田
）

　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ 

１
対
８ 

東
浦
Ｆ
Ｃ

（
兵
庫
県
）

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
で
町
長
杯
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出

〇
準
決
勝

　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ 

０
対
６ 

藤
並
Ｊ
Ｓ
Ｃ（有

田
）

【
高
学
年
の
部
】

〇
第
１
試
合

　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ 

０
対
２ 

レ
グ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田
Ｊ
Ｆ
Ｃ

〇
第
２
試
合

　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ 

６
対
１ 

東
浦
Ｆ
Ｃ

（
兵
庫
県
）

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
で
町
長
杯
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

〇
準
決
勝

　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ 

１
対
６ 

貴
志
川
Ｓ
Ｓ
Ｓ

芸
術
の
秋
を
楽
し
む

第
12
回 

紀
美
野
町
文
化
祭
・

小
川
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

野
上
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会
結
果

秋
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
結
果

囲碁サークルは文字通り囲碁愛好者
の集まりです。毎年、春と秋に大会を
実施しています。

囲碁は難しいと考えておられる方も
居ると思いますが、基本的なルールを
覚えれば年齢に関係なく楽しめますの
で世代間交流にも良いと思います。

興味を持たれた方は、ぜひお越しく
ださい。男女年齢問わず、全く知らな
い方でも部員が丁寧に手ほどきしま
す。
■活動日　毎週日曜日　９時～ 17時
■場　所　中央公民館　２階和室

─ わが町サークル ─
「囲碁サークル」

　

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
11
月
号
13
貢

の
歌
の
小
道
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

草
む
ら
に
す
だ
く
虫
の
音
闇
深
し

　
　
　

一
瞬
の
雨
樹
々
を
潤
す

　
　
　
　
　
　
　
　

段
木　

幸
代

訂
正
と
お
詫
び
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霧
月
の
木
の
葉
を
散
ら
す
風
に
の
り

　
　
　
　
　

北
の
国
よ
り
尉

じ
ょ
う
び
た
き
鶲
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

ひ
ろ
子

「
お
は
よ
う
さ
ん
」
お
隣
さ
ん
と
ご
挨
拶

　
　
　
　
　

一ひ
と

日ひ

の
は
じ
ま
り
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て　
　
　
　

中
浴　

た
み
代

「
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
う
わ
れ
に

　
　
　
　
　
「
勘
違
い
よ
」
と
娘こ

ら
は
気
遣
う　
　
　
　
　

森
下　
　

峰
子

毛
筆
の
短
冊
色
紙
頂
き
ぬ

　
　
　
　
　

氏
の
友
情
に
心
ほ
ぐ
る
る　
　
　
　
　
　
　
　

梶
谷　

美
瑳
子

見
上
げ
れ
ば
空そ

ら

は
す
っ
か
り
秋
の
彩い

ろ

　
　
　
　
　

里
は
豊
か
に
と
ん
ぼ
飛
び
交
う　
　
　
　
　
　

西
佐
古　

祐
子

こ
の
夏
も
短
か
き
生い

の
ち命
鳴
き
継
ぎ
て

　
　
　
　
　

舗
道
に
蝉
の
骸む

く
ろが
ふ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　

寺
岡　
　

幸
子

あ
り
な
し
の
風
に
さ
や
さ
や
鳴
り
出
づ
る

　
　
　
　
　

若
竹
の
葉
擦
れ
心
良
き
か
な　
　
　
　
　
　
　

上
中
前　

澄
子

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
11
ヵ
月
の
児
を
抱
け
り

　
　
　
　
　

ゆ
き
ず
り
の
会
話
阪
和
電
車
に　
　
　
　
　
　

吉
村　
　

邦
彦

何
為
す
と
ふ
こ
と
な
く
過
ぎ
し
夕
つ
か
た

　
　
　
　
　

東
へ
と
行
く
飛
行
機
み
て
ゐ
る　
　
　
　
　
　

角
谷　

と
し
み

窓
ご
し
に
小
雨
降
る
を
眺
め
れ
ば

　
　
　
　
　

さ
ゆ
ら
ぎ
な
が
ら
野
菜
背
延
び
す　
　
　
　
　

黒
西　
　

葉
子

手
紙
ば
か
り
の
つ
き
あ
い
も
い
つ
か
途
絶
え
た
り

　
　
　
　
　

と
も
に
八や

十そ

路じ

も
残
り
わ
づ
か
に　
　
　
　
　

河
野　
　

昭
子

毛
筆
で
新
聞
草
紙
に
亡
き
父
の

　
　
　
　
　

書
き
た
る
姿
幻
に
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
根
田　

牧
子

短
日
や
ラ
イ
ナ
ー
で
入
る
ホ
ー
ム
ラ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

惇
子

俄
書
家
俄
写
真
家
文
化
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口　
　

早
苗

エ
プ
ロ
ン
を
丸
め
立
ち
寄
る
文
化
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

和
代

入
院
の
窓
よ
り
拝
し
宮
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

鶏
頭
の
肉
感
的
な
二
三
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代　
　

哲
郎

窓
外
の
台
風
も
よ
し
披
露
宴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

浩
平

人
に
皆
一
芸
あ
り
て
文
化
の
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　
　
　

廣

う
り
坊
の
住
み
処
を
流
し
秋
出
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

貴
子

六
本
の
赤
い
羽
根
付
け
回
覧
板　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　
　

昭
子

も
ら
ひ
湯
に
ケ
ー
キ
賜
る
夜
長
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

火
葬
塚
都
恋
し
と
秋
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間　
　

文
鳥

歌　
の　
小　
道

「天の川」「流れ星」「カフェ」のように、誰もが知っ
ているキーワードで夜の集客増加大作戦実行中の天文
台ですが、高度な内容に取り組みたいお客様も大切に
すべきです。後者に対応するため今年度の４月より

「Super Challenge天文教室」を企画、ハイレベルな
内容を扱うイベントを時々実施しています。

11月12日は、「難関！渦巻き銀河Ｍ33の腕を観る！」
というタイトルで、望遠鏡を使い、約270万光年彼方
の非常に淡い天体の観察にチャレンジしました。１時
間のイベントの間に何度もＭ33を観察し、みなさん首
を捻っている状態でしたが、最後の10分で口直しにア
ンドロメダ銀河を観察。これまでにないほどの大歓声
があがり、苦労することの大切さを再確認できたイベ
ントになりました。

美里中学校では10月27日に『虹～それぞれの色～』
をテーマに、『美中フェスティバル』を開催しました。
内容は「劇の発表」「意見発表会」「全校合唱」の３部
構成です。
「劇の発表」では、１年生は「浦島太郎」をセリフ

の全てを英語で行いました。２年生は「ドラえもん」
からのび太の成長を描いた感動の話を劇にしました。
３年生はストーリーを生徒達が考えた「虹が消える前
に」という笑いあり感動ありの劇を披露しました。「意
見発表会」では、それぞれの人権学習の取組と人権学
習作文を代表者が学年別に発表します。１年生は障害
者理解、２年生は人との関わり、３年生は進路学習を
中心に取り組みました。「全校合唱」では、「校歌」「風
になる」「今日は君のBirthday」の３曲を歌いました。

約30人の保護者や地域の方が見に来てくださり、た
くさんの「よかった」という評価をいただきました。

短い期間に同時に３種類の発表をつくりあげるのは
大変でしたが、『そ
れぞれの色』を生
き生きと表現した
生徒達の姿を見る
ことができ、職員
一同成長を喜びま
した。

天文台だより
『ハイレベルなお客様も大切にします！
渦巻銀河「Ｍ33」の観察会で歓声‼』

　研究員　山内　千里

学校だより
『美中フェスティバル』

　紀美野町立美里中学校

渦巻銀河 M33の観察会の様子（11月12日 21時21分）
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
』

平
成
29
年
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
11
月

９
日
～
15
日
ま
で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、

当
消
防
署
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
11
月
９

日
に
母
子
寡
婦
福
祉
会　

副
会
長　

菅
原

美
千
代
さ
ん
を
一
日
消
防
署
長
と
し
て
お

迎
え
し
、
職
員
の
士
気
の
高
揚
と
火
災
予

防
啓
発
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
消
防
車
や
救

急
車
は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な
ど
の
災
害

現
場
に
急
行
し
、
被
害
を
最
小
限
と
す
る

た
め
に
消
防
活
動
を
し
た
り
、
急
病
人
等

の
応
急
処
置
を
行
い
、
速
や
か
に
病
院
へ

搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
防
車
等
は
、
緊
急
時
に
迅
速
に
通
行

す
る
た
め
、
道
路
交
通
法
で
は
「
緊
急
自

動
車
」
と
し
て
、
一
般
の
車
両
よ
り
も
優

先
し
て
走
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

消
防
車
等
が
円
滑
に
緊
急
走
行
で
き
る

よ
う
、
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
消
防
車
等
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
か

つ
、
赤
色
灯
を
つ
け
て
緊
急
走
行
し
、

接
近
し
て
き
た
場
合
、
一
般
車
両
は
周

囲
の
状
況
に
配
慮
の
う
え
、
速
や
か
に

進
路
を
譲
る
か
、
交
差
点
を
避
け
て
車

両
を
道
路
の
左
側
に
寄
せ
て
一
時
停
止

し
て
く
だ
さ
い
。

○
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
を
す
る
場
合

は
、
消
防
自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
が

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

10月の消防の動き
●火災発生件数…0件
　【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 23 23

一 般 負 傷 6 6

交 通 事 故 3 3

そ の 他 5 5

合 計 37（０） 0 37（０）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

■
講
習
内
容

　

１
、
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

２
、
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

３
、
そ
の
他
応
急
手
当
て
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間

　

９
時
～
12
時
（
３
時
間
講
習
）

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料

　

無
料

■
申
込
期
限

　

12
月
20
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

一
日
消
防
署
長

消
防
車
・
救
急
車
の
緊
急
走
行
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
管
か
ら
出
血
し

た
り
、
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
に

よ
り
発
症
す
る
病
気
の
総
称
で
す
。

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
頭
痛
、
片
側
の
手
足
が
動
か
な
い
ま
た

は
動
か
し
に
く
い
。
喋
り
に
く
く
な
っ
た

り
も
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
を
自
覚

し
た
り
、
家
族
に
症
状
が
み
ら
れ
れ
ば
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
か
救
急
車

の
要
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
早
く
治
療
を

行
え
ば
後
遺
症
を
な
く
し
た
り
、
軽
減
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

救
急
コ
ー
ナ
ー
　『
脳
卒
中
』

片方の手足・顔半分の
マヒ・しびれが起こる
手足のみ、顔のみの場合も
あります。

片方の目が見えない、
物 が 二 つ に 見 え る、
視野の半分が欠ける

ロレツが回らない、
言葉が出ない、他人の
言う事が理解できない

力はあるのに、
立てない、歩けない、
フラフラする

一日消防署長による街頭啓発
一日消防署長

菅
すが

原
わら

　美
み

千
ち

代
よ

さん

○
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
す
る

こ
と
は
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
夜
間
等
の
サ
イ
レ
ン
音
に
対
し

付
近
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
1
月
7
日
（
日
）
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紀美野町の人口
総人口……	9,180人（−12）
【社会増減（−6）　自然増減（−6）】
　男　……	4,245人 （−7）
　女　……	4,935人 （−5）
世帯数……	4,354世帯（＋2）

（平成29年10月末現在）　　
　紀美野町面積128.34km2

（　）内は前月比

わがまちの防災情報 No9
　紀美野町では、地震による木造住宅の倒壊から、皆さまの大切な命を守るため、古くなった住宅の耐震化に
補助金制度を設けています。今年度はローラー作戦（訪問説明）により、昨年度よりも多くの皆さまに補助金
制度をご利用いただいておりますが、町内ではまだまだ耐震化が進んでいないのが現状です。地震に備えるた
め、ぜひ一度無料の耐震診断を行い、今の住宅の状況を確認してみませんか？

※無料耐震診断の対象は平成12年５月以前に着工された木造住宅です。

まずは役場までお気軽にご相談ください。
■問い合わせ　　総務課　耐震係
　　　　　　　　TEL ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２４３０　FAX ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２５１０

紀美野町防災行政無線の放送内容を下記のフリーダイヤルで確認することができます。

無料耐震診断の申込はお早めに！

年末年始の役場、公民館等の予定について
■役場の仕事納めと仕事始め
　仕事納め　12月28日（木）　　仕事始め　１月 ４ 日（木）
■各公民館、文化センター、体育施設の休館・休場　12月29日（金）～１月３日（水）　
■天文台の休館　12月25日（月）～１月４日（木）
■物品納入、工事代金等の支払い
　年内の口座振込は、12月26日（火）が最終となります。
　ご了承お願いします。
■コミュニティバスの運休情報
　12月29日（金）～１月３日（水）
■年末・年始のごみ収集等については、各戸配布をご覧ください。

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

1 日（金） 11：00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【10 日 ( 日 )・24 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 － 6500

4 日（月） 10：00 ～ 特設人権相談【～ 15：00】 中央公民館 住民課 489 － 5903

地域資源総合開発センター

7 日 （木）・18 日（月） 移動町長室 美里支所 住民室 495 － 3471

総務課 489 － 5912

8 日（金） 14：30 ～ 第 44 回町民大学講座 野上中学校 生涯学習室 489 － 5915

9 日（土） 13：00 ～ 人権のつどい 文化センター 住民課 489 － 5903

17 日（日） 9：00 ～ 紀美野ふれあいマラソン大会 ふれあい公園周辺 生涯学習室 489 － 5915

21 日（木） 13：00 ～ 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489 － 5912

美里支所 住民室 495 － 3471

28 日（木） 役場仕事納め

防災行政無線電話対応システム　０１２０‐２４３０‐９９
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紀美野町では、妊娠・出産から子育て期に至るまで切れ目ない支援や相談を行う拠点として、４月から総
合福祉センター内に「子育て世代包括支援センター」を開設しました。そこで、当センターを子育て世代の
方はもちろん町民のみなさまに気軽に利用していただける施設となるように「明るい」「親しみやすい」愛称
を募集します。

応募資格
　町内に住所のある方で、年齢は問いません。ただし、個人での応募のみとします。
応募作品の条件
　・短い表現で、子育て支援をイメージし、覚えやすく明るく親しみやすいものとします。
　・作品は、自作の未発表のもので、他の著作物等を使用したり、真似したりしていない
　　ものに限ります。
　・応募は、１人１点までとします。
応募方法
　「子育て世代包括支援センター愛称募集 応募用紙」に必要事項をご記入の上、
　①子育て世代包括支援センター（総合福祉センター１階） ②子育て支援センター（総合福祉センター２階） 
　③きみのこども園　 ④神野保育所　 ⑤美里支所住民室   ⑥町内各小中学校
　に設置しています応募箱に入れていただくか、郵送で下記（応募先）までご応募ください。
応募用紙
　応募用紙は、応募箱を設置している上記①～⑥の施設に置いています。また、紀美野町ホームページから
　ダウンロードすることができます。
賞品　（同じ作品が複数あった場合は抽選とします）
　愛称の採用作品として選ばれた方には、
　図書カード5,000円分を贈呈いたします。
結果発表
　[広報きみの]と[紀美野町ホームページ]で
　結果を発表します。
応募期間
  平成29年12月１日（金）～平成30年１月10日（水）　当日消印有効
※詳しくは、応募用紙をご覧ください！

子育て世代包括支援センターとは・・・
妊娠期から子育て期（妊産婦及び18歳までの子どもと保護

者が対象）にわたり、保健師等が中心となり、妊娠・出産・育
児のさまざまな疑問・悩み・相談に応じます♡

また、必要に応じて他の専門職や関係機関のスタッフと連携
しながら、子育て世代の皆さんを総合的に支援していきます☆

【相談受付時間】
平日（月～金）

８時30分～ 17時15分
（土日祝日・年末年始はお休みです）

「紀美野町子育て世代包括支援センター」の愛称募集！

【応募先・連絡先】
〒６４０- １１２１
紀美野町下佐々１４０８番地４
紀美野町総合福祉センター内
子育て世代包括支援センター　愛称募集係

℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０


